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特集ドラマ「二十四の瞳」 

撮影時における新型コロナウイルス対策マニュアル 

 
「二十四の瞳」 衛生班   

衛生担当： 青木 百合子 

       衛生責任者： 原  克子     

                          樋渡 典英  

 

 

以下に該当するスタッフ・キャストは、原則として撮影に参加・出演できません 

○発熱・咳・下痢・味覚や嗅覚異常などの症状がある者 

○新型コロナウイルス感染症の陽性と判明した者との濃厚接触がある者 

○同居家族や身近な知人の感染が疑われる者 

○過去14日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国・地域等への渡航並び 

に当該国・地域の在住者との濃厚接触がある者 

 

 

コロナ感染対策の３大原則 

 

１★マスク着用の徹底とソーシャルディスタンスの確保 

作業中は、常にマスクを着用する。その際、マスクは鼻までしっかりと覆い、鼻を出した状態で着用しない

よう注意して下さい。マスク着用下でも他者との距離を1～2メートル確保する。 

特に、飲食時、喫煙時等、マスクを外す場面では他者との距離を十分に取り（２メートル以上）、会話を控

える。 

尚、マスクは特段の理由がない限り、不織布マスクの使用を強く推奨 する。 

  

２★手洗いの徹底 

こまめな手洗いを励行する。手が洗えない環境では、手指のアルコール消毒を徹底する。 

効果の高さでは、手洗い＞アルコール消毒 

  

３★換気の徹底 

こまめな換気を徹底する。換気の際は、空気が一方向に流れるように意識する。 

 

 

これらは、日常生活においても、有効な感染症対策となります。 

撮影現場にウイルスを持ち込まないよう、普段の生活でも心掛けて下さい。 
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重要事項 

 

■スタッフ・キャストは、撮影日だけでなく、毎日検温しWebフォームにて送信して下さい。 

  

https://forms.gle/SKTwe2JRsm8zRLmPA 

 

毎朝、検温して上記のフォームにて送信して下さい。 

 

■それぞれ自己での体調確認をお願いします。37.5℃以上の発熱がある場合、または倦怠感・咳など体調不良、

味覚嗅覚異常を感じた場合は、直ちに衛生担当 青木に連絡し、出社せず待機して下さい。本人に加え、家族や同

居者も同様に体調の確認をし、異常があれば申告して下さい。 

■可能なら各自、体温計を携帯して下さい。体温計は必ず個人での使用のみとし、人との貸し借りは絶対にしない

で下さい。朝の検温は自宅を出る前に行って下さい。 

■撮影中に発熱、強い倦怠感など体調不良を感じた場合も、衛生担当 青木に報告をして下さい。本人は現場を

離れ、公共交通機関を使わずに帰宅するか適切な医療機関を受診して下さい。時間等により当日受診できない場

合も、翌日受診をし、その結果を衛生担当に報告して下さい。 

 

■各部技師、チーフは、当該者のフォローをするとともに、必要な場合は、代わりの要員確保をお願いします。 

 

■撮影中止等の決定がある場合は、衛生責任者であるプロデュサーから指示いたします。 

 

 

撮影の各プロセスにおけるコロナ対策 

 

★撮影全体の対策 

 

■松竹撮影所に入館する際、必ず正面玄関の検温を受ける。 

■控室、共有スペースは衛生班が毎日定期的に消毒を行う。 

■技術周りの機材消毒は、技術チームが行う。 

■持ち道具、小道具類や器具など出演者が触れるもので、消毒できない際は、出演者およびスタッフの手洗いまた

は手指の消毒を徹底するよう努める。 

■スタジオや支度場に、適度なソーシャルディスタンス・消毒などを呼びかける張り紙を掲示し、注意喚起をする。

特にこまめな手洗い・消毒、マスク着用の徹底を周知する。 

 

https://forms.gle/SKTwe2JRsm8zRLmPA
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★車両・移動中について 

 

■乗車前にご自身で体調確認し、体調不良を感じる場合は乗車しないことを徹底する。 

■各車両には手指用の消毒液を常備し、乗車ごとに消毒する。 

■乗車時には必ずマスクを着用する。 

■車内での会話は必要最小限とする。マスクを外している際の会話は厳禁とする。 

■飲み物のごみ等は車内に放置せず、袋に入れて現場のごみ箱に捨てる。 

■乗車員は出来る限り換気に心掛ける。 

 

 

★撮影現場について 

 

■撮影場所の入り口や現場近くに、消毒液・マスク・手袋・専用ごみ箱を設置する。 

■スタジオ内スタッフがなるべく40人以下になるように、必要最小限のスタッフで対応する。 

■スタジオ入り口の扉は本番時以外、なるべく開放し、換気する。 

■スタジオ内のドアノブ等は衛生班が都度消毒する。 

■スタジオに入る前に手指の消毒を呼びかけ、手指消毒用のアルコール、靴底の消毒用のハイターを薄めてタオ

ルに染み込ませた消毒液を設置する。 

■CO２濃度で計測し、衛生班が1000ppm以下に保たれていることを都度確認する。 

■スタジオや室内での撮影では常に換気を意識し、空気を入れ替えるタイミングを設ける。CO2濃度が1000ppmを

超えた場合は、撮影を停止し、充分な換気をする。 

■セット内はCO2濃度が上がりやすいので、なるべく開口部を開け、サーキュレーター、扇風機を適時使用するなど

換気に心がける。 

■マスクをしていない食事中の会話は厳禁。また、他者との距離を十分に取る。 

■お茶場は設けないものとする。制作部がペットボトルの飲料を用意する。 

■一度口をつけた飲料物は放置せずに各自のバックなどに入れ、机の上・椅子などに置かないようにする。ペットボ

トルのフタに名前や目印を付けるなど、他者のものと混同しないよう管理する。 

■スタッフは必ずマスクを着用し、出演者に近づくスタッフはマスクに加え、必要に応じフェイスシールドを着用する。 

■出演者はテストまでは原則、マスクあるいはフェイスシールドを着用する。  
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★支度場所について 

 

■支度場には、消毒液・マスク・手袋・汚染物専用ごみ箱を衛生班が用意する。 

■支度場所は、密にならないようにスペースが確保できる場所を選んで設置する。 

■メイクする場合、他の出演者との間隔を１～２メートル離して行う。 

■着替え場所には、なるべく複数の出演者を入れて着替えを行わない。もし複数になる場合も間隔を空けて適切

なスペースを確保する。 

■電気・エアコンなどのスイッチ操作はなるべく担当者を決めて、触れる人数を少なくし、折を見て衛生班が消毒

する。 

■テーブル・椅子等も衛生班が時間を見て消毒する。 

■窓やドアは定期的に開けて換気をする。 

 

 

★エキストラについて 

 

■エキストラは参加日に検温し、必ずWebフォームにて送信することとする。 

■スタッフが大声で呼びかける場合は拡声器を使用する。拡声器は、使用の都度に衛生班が消毒する。 

拡声器はなるべく使いまわしを避ける。 

■マスクの持参・着用を義務づけ、テスト中も着用し、本番のみ外すようにする。 

■飲料は、制作部がペットボトルの飲料を用意し、エキストラ各自での管理を徹底させる。 

■移動時の車両体制は密を避け、手指消毒等を徹底させる。 
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新型ウイルス感染対策担当者と報告レポートライン 

 

発熱者、体調不良者、（同居人の情報も同様）が発生した場合、以下のレポートラインにて報告する。 

 

   

 

 

 

 

体調に少しでも異変を感じたら、責任感より休む勇気を！ 

 

少しでも異変を感じたら、どれだけ重要なシーンの撮影が、責任のある仕事が待っていたとしても、 

必ず「衛生担当」に報告して下さい。 

 

報告する勇気を持つことが、その後の作品を守ることになり、周囲のスタッフの安全を確保します。 

ウィルスに感染したことは悪いことではなく、恥ずかしいことでもありません。 

キャスト・スタッフ一同、皆互いに支えながら作品制作に当たって行ければと思います。 

 

 

 

 

 

マニュアルに関する疑問点やフェイスガードなどの物品等、 

また少しでも不調や困りごと等、何かありましたら衛生班までお問い合わせ下さい。 

 

 

 

●国や地方自治体の指針が新たに発令された場合は、新たな対策をとるべく、 

このマニュアルは適時変更されるものとします。 


